




　長期服薬を要するてんかん患者における抗てんかん薬の血中濃度測定は,有

効血中濃度の維持及び過剰投与の予防のために重要であり,より正確にして簡

単に血中濃度を測定する必要がある。今回我我は最近本邦で開発された

Competitive enzyme immunoassay に基づいた MARKIT(大日本製薬)により抗て

んかん薬 Phenobarbital(PB),Diphenylhydantoin

(DPH),Primidone(PM)の血中濃度を測定しガスクロマトグラフィ-(GLC)による

測定値と比較検討し,良好な結果を得たので報告する。


